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自
治
協
議
会
が
主
催
し
、
人
と
自
然
の
博
物
館
(
人

博
)・
元
気
村
か
み
く
げ
ス
タ
ỿ
フ
ら
が
協
力
し
て
行
う

化
石
試
掘
調
査
が
、
３
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
の
４

日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
場
所
は
丹
波
竜
化
石
発

掘
現
場
周
辺
の
篠
山
層
群
下
部
層
露
出
箇
所
で
、
延
べ

42
人
が
新
た
な
化
石
を
探
し
回
り
ま
し
た
。
今
回
の

調
査
で
骨
や
歯
の
化
石
が
５
種
類
も
見
つ
か
り
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
人
博
の

鑑
定
速
報
を
待
ỵ
て
い
る
状
況
で
、
詳
し
い
結
果
が
分

か
れ
ば
お
伝
え
し
た
い
と
思
ỵ
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
に
丹
波
竜
の
肋
骨
の
一
部
が
見
つ
か
ỵ
て
以
降
、
大

規
模
な
発
掘
調
査
が
６
年
間
に
渡
ỵ
て
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
調
査
完
了
と
な
り
発
掘
現
場
は
コ
ン
ク
リ
ổ

ト
で
覆
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
再
び
化
石
熱
を
呼
び

起
こ
そ
う
と
平
成
26
年
に
地
元
の
化
石
調
査
隊
を
編

成
し
、９
年
連
続
で
試
掘
調
査
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
に
は
ギ
ネ
ス
記
録
に
登
録
さ
れ
た
「
世
界
最
小

の
恐
竜
卵
化
石
密
集
地
」
や
、
毒
ト
カ
ゲ
の
先
祖
で
あ

る
「
モ
ロ
ハ
サ
ウ
ル
ス
・
カ
ミ
タ
キ
エ
ン
シ
ス
」
の
下

顎
な
ど
の
貴
重
な
化
石
が
見
つ
か
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
も

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
分
を
含
め
て
、
未
発

表
の
化
石
も
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
発
掘
を
続
け
研

究
の
成
果
を
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
上
久
下
の
交

流
人
口
が
増
え
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
ỵ
て
い
く
と
期

待
し
ま
す
䣎 

 

 

化
石
試
掘
調
査
実
施 

令
和
␻
年
␹
月
20
日 
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上
久
下
小
学
校
(
八
尾
滋
樹
校
⾧
)
の
６
年
生
が
、

昨
年
10
月
か
ら
約
４
ἅ
月
間
の
「
大
空
学
級
」
を
通
し

て
、
人
権
に
つ
い
て
学
ん
だ
成
果
を
発
表
す
る
会
が
２

月
９
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
体
育
館
に
は
１

Ộ
５
年
生
と
保
護
者
ら
が
集
ま
り
、
６
年
生
は
「
百
日

か
せ
ぎ
」
を
題
材
に
し
た
人
権
劇
を
発
表
。
ま
と
め
で

は
、
大
空
学
級
で
感
じ
た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
う
こ
と
な
ど
を
、
一
人
ず
つ
大
き
な
声

で
ハ
ỿ
キ
リ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
下
級
生
も
真
剣

に
聞
い
て
い
て
、発
表
会
の
感
想
を
答
え
て
い
ま
し
た
。 

  

 

 

パ
ナ
ソ
ニ
ỿ
ク
エ
コ
リ
レ
ổ
ジ
ἀ
パ
ン
(
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｊ
)

と
自
治
協
議
会
と
の
第
12
回
協
働
ク
リ
ổ
ン
作
業
を
、

４
年
振
り
で
３
月
11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
元
気
村
か

み
く
げ
に
総
勢
約
60
人
が
集
ま
り
、
開
会
式
で
は
新
し

く
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｊ
の
事
務
局
⾧
に
就
任
さ
れ
た
天
野
康
生

氏
・
自
治
協
議
会
野
垣
克
已
会
⾧
・
片
山
則
昭
教
育
⾧
の

挨
拶
が
あ
り
、
作
業
内
容
の
説
明
や
全
員
で
記
念
撮
影

し
た
後
、
元
気
村
か
み
く
げ
周
辺
に
繁
茂
し
た
竹
の
伐

採
作
業
と
、
粉
砕
機
を
使
ỵ
て
集
め
た
竹
の
処
理
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
夏
日
に
な
る
ほ
ど
の
暑
さ
の
中
、
午

前
の
作
業
が
終
了
。
ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア
グ
ル
ổ
プ
に
用
意

し
て
も
ら
ỵ
た
豚
汁
と
お
握
り
を
皆
で
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
が
怪
我
を
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
た
た

大
空
学
級
⎡
発
表
会 

新たな化石発見を目指して黙々と調査 
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␢
⏢
␍
⏻
␝

⎛
⎡
協
働
⏙
␔
␢
␝
作
業 

 

め
早
め
に
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
、
公
園
横
に
山
積
み

さ
れ
た
竹
は
一
部
の
メ
ン
バ
ổ
で
当
日
の
午
後
と
翌
日

ま
で
掛
か
ỵ
て
片
付
け
ま
し
た
。
片
山
教
育
⾧
は
「
地

元
と
企
業
が
協
力
し
て
活
動
し
て
い
る
所
は
市
内
で
も

珍
し
い
。
大
切
に
⾧
く
続
け
て
欲
し
い
」
と
、
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

季節外れの暑さの中、竹の伐採作業 全員集合して記念撮影 

壇上で一人ずつ感想を発表 
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␽
月
⎡
予
定 

◆
４
月
８
日(

土) 
 

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ổ
掃
除(

下
滝) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
９
時
Ộ 

◆
４
月
９
日(

日) 

川
代
さ
く
ら
ま
つ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
10
時
30
分
Ộ 

 
 

・
歩
こ
う
会
は
午
前
９
時
に
こ
ば
と
の
森
集
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
９
時
30
分
出
発 

◆
４
月
14
日(

金) 

恐
竜
の
里
づ
く
り
部
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
７
時
30
分
Ộ 

◆
４
月
17
日(

月) 

自
治
協
議
会
理
事
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
７
時
30
分
Ộ 

 

◆
４
月
20
日(

木) 

自
治
会
⾧
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
７
時
30
分
Ộ 

◆
４
月
22
日(

土) 

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ổ
掃
除(

畑
内
・
北
太
田) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
９
時
Ộ 

◆
４
月
23
日(

日) 

自
治
協
議
会
総
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
７
時
30
分
Ộ 

◆
４
月
日
11
日(

火)

・
25
日(

火) 

恐
竜
時
計
台
の
カ
フ
ỽ 

午
前
10
時
Ộ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４
月
に
開
校
を
迎
え
る
山
南
中
学
校
の
新
校
舎
内
覧

会
が
、
３
月
１
日
と
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日

で
約1,700

人
の
方
々
が
訪
れ
、
真
新
し
い
木
の
香
り

が
漂
う
校
舎
内
を
じ
ỵ
く
り
と
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

広
い
廊
下
や
電
子
黒
板
の
つ
い
た
教
室
を
始
め
、
最
新

設
備
と
多
目
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
部
屋

の
数
々
に
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
目
玉
は
何
と
言

ỵ
て
も
約250

人
の
全
校
生
が
一
緒
に
食
事
が
で
き
る

ラ
ン
チ
ル
ổ
ム
。
２
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
広
々
と
し
た

空
間
で
、
２
階
廊
下
と
の
仕
切
り
ガ
ラ
ス
に
は
丹
波
竜

と
薬
草
が
描
か
れ
、
横
幅
23
ｍ
・
縦
90
ｃ
ｍ
の
檜
皮

葺
が
装
飾
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
中
学
校
生
活
を

送
る
生
徒
が
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。 

 

３
月
25
日
に
は
、
和
田
中
と
山
南
中
で
閉
校
式
や

閉
校
記
念
事
業
が
其
々
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
月
配
布
の

チ
ラ
シ
の
通
り
、
山
南
中
で
は
午
後
２
時
か
ら
地
域
主

催
の
式
典
と
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。
皆
様

お
揃
い
で
思
い
出
の
校
舎
を
訪
ね
て
下
さ
い
䣎 

新
山
南
中
学
校
⎡ 

校
舎
内
覧
会 

卒
業
記
念
⎡
丹
波
竜 

␄
⏎
␝
⏲
␡記
念
植
樹 

塗り上げた丹波竜の絵を前に記念撮影 

上
久
下
小
学
校
６
年
生
が
卒
業
記
念
と
し
て
、
２
月

14
日
に
丹
波
竜
の
里
・
遊
歩
道
の
下
に
あ
る
展
望
広

場
で
、
ペ
ン
キ
塗
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
丹
波
竜
の
里

整
備
計
画
で
平
成
28
年
に
造
ら
れ
た
展
望
広
場
の
ち

ổ
た
ん
や
丹
波
竜
の
絵
は
、
７
年
経
ỵ
た
今
で
は
色
が

消
え
辛
う
じ
て
形
だ
け
分
か
る
状
態
に
な
ỵ
て
い
ま
し

た
。
６
年
生
児
童
た
ち
は
オ
レ
ン
ジ
や
ピ
ン
ク
の
塗
料

を
刷
毛
で
丁
寧
に
塗
り
あ
げ
、
元
の
絵
を
復
活
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
村
上
茂
さ
ん
の
発
案
で
、
追
加
で
ち
ổ

た
ん
を
も
う
一
体
と
上
久
下
小
学
校
の
校
章
も
ペ
ン
キ

で
描
き
、
賑
や
か
な
展
望
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
月
３
日
に
は
同
窓
会
里
山
で
卒
業
記
念
の

植
樹
も
行
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
ツ
ル
ハ
シ
や
ス
コ
ỿ

プ
を
使
ỵ
て
穴
を
掘
り
、
同
窓
会
の
永
井
良
和
会
⾧
に

丹波竜の地層をモチーフにした体育館の外装 

広々としたランチルームには檜皮葺の装飾 

用
意
し
て
も
ら
ỵ
た
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
の
若
木
を
植
付

け
、
標
柱
も
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
記
念

の
行
事
が
二
つ
済
ん
で
、
10
人
の
６
年
生
は
３
月
23

日
に
巣
立
ỵ
て
い
き
ま
す
。 

植え終わったハナミズキと 6 年生達 
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⎽
⎡
案
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⍿
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⎱
⎌
⍦
多
⎂
⎡
方
々
⎡

参
加
⏅
⍽
待
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⎱
⎌
⍦ 


